
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

1000 人委員会ニュース 
ＮＯ.55 

（2017 年２月 23 日） 
〒101-0062 東京都千代田区 
神田駿河台 3-2-11 連合会館 

平和フォーラム内 
℡03-3526-2920 

FAX03-3526-2921 

この日の集会は、「アベノミクス」を掲げ、経済政策
の成功を主張する安倍政権下、じっさいの市民生活に
は貧困と格差が急激に拡大していること、そしてこの
格差・貧困がじつは世界各地での戦争の火種となって
いる状況をふまえ、「戦争に反対することは貧困に反
対すること、平和をめざすことは平等をめざすこと」
として、総がかり実行委員会としてはじめて貧困・格
差を主要課題に据えた集会となりました。 
集会開始前、まず一坪反戦地主会関東 

ブロックより、いまなお不当な勾留をう 
けている山城博治さん（沖縄平和運動セ 
ンター議長）の早期釈放を求めるキャン 
ペーンの呼びかけがありました。 

 続いて、芸人9 条の会のオオタスセリさ
んがパフォーマンスとトークを交えて「子
ども食堂」の活動を紹介しました。そのな
かであたたかい食事を摂ることもままな
らない子どもたちの切実な状況を理解も 

せず、多くのボランティアの地道な努力による「子ど 

も食堂」の成果を利用しようとする安倍首相の「メッ
セージ」（昨年 11 月）の醜悪さを喝破しました。 

集会は菱山南帆子さん（解釈で憲法 9 条
を壊すな！実行委員会）の司会で進められ、
まず本集会の趣旨について、藤本泰成さん
（戦争をさせない 1000 人委員会事務局長 

代行）が説明。日本のみならず世界中で、 
貧困と格差によって人びとが分断されて 
いる状況を変えていくために、構造的暴力 
としての貧困・格差をなくしていく「積極 
的平和」をめざし、ともにがんばることを訴えました。 

メインスピーカーの本田由紀さん（東京
大教授）から基調的報告。非正規労働が増
え、実質賃金は下がり、資産の一極集中が
すすんでいるが、現行の生活保護や奨学金 

などの制度はこうした不公平な状況を是正するもの
とはなっておらず、こうした日本社会の差別・分断を
さらに悪化させてきた自民党政府に、ともに声を上げ
ることを呼びかけました。【次のページへ】 

 

 

2 月 19 日、戦争をさせない・9 条壊す
な！総がかり行動実行委員会は、東京・日
比谷野外音楽堂で「貧困・格差に NO！み
んなが尊重される社会を！2.19 総がかり
行動」を開催し、ここに約 4000 人の市民
が集まりました。会場に入りきれず、入場
制限をかけるほどの盛況となりました。 
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を述べました。 

最後に 1000 人委員会の藤本泰成さんが、行動提 

起を行い「トランプも安倍政権も嘘で固めた政権 

だ。もしかして、共謀罪によって戦争をさせない 1000 人委

員会も犯罪者集団扱になるかもしれない。共謀罪、沖縄等課

題は山積。3・19、4・1、4・6、4・19 と集会行動を計画して

いる、(集会内容４p参照）皆さんと一緒に声を上げ共に頑張

っていきたい」と訴えました。 

２ 

野党からは、民進党の山尾志桜里さん、共産党の小池晃
さん、社民党の福島みずほさん、自由党の渡辺浩一郎さん
がそれぞれ発言、連帯してたたかう決意を明らかにしま
した。そして参加者とともに「貧困・格差に NO！」のプ
ラカードを掲げ、いっしょにコールをあげました。 
そのあと、格差・貧困の問題にとりくむ諸団体・個人か

らアピールを受けていきました。 

 日本労働弁護団事務局長の島崎量さんは、多

くの労働者が不安定な非正規労働と生活のた

めに長時間労働を強いられている状況にあり、

しっかりとした残業規制や最低賃金の引上げ 

こそが求められていることを指摘。格差や貧困を招くよ

うな働き方を変えることが、戦争をさせないことにつな

がっており、そのためにがんばることを表明しました。 

 市民連合の諏訪原健さんは、現在大学院生で

ある自分の奨学金＝ローンが 1600 万円にも上

ること語りながら、スタート時点で若者が貧困

と絶望を強制されている日本社会を、希望を持 

てるものへと変えるために、ともにがんばろうと呼びか

けました。 

 しんぐるまざあず・ふぉーらむ理事長の赤石

千衣子さんは、学校入学時にかかるさまざまな

費用負担もままならない家庭がたいへん多く

なっており、200 人の支援金の募集に 555 人の 

応募があり、断腸の思いで選考をすすめていることを紹

介。ひとり親の家庭に貧困が集中しているのは非正規、と

りわけ女性の貧困の問題であり、政策・制度を変えるため

にとりくんでいることを報告しました。 

 熊本大地震で被災した弁護士の阿部

広美さんは、多くの人びとが住居や職場

を失うという被害のなかで、従来から存

在してきた貧困の問題が見えづらく、ま 

た当事者が声を上げにくくなり、子どもたちをは

じめとした弱者が、いっそうの困難を強制されて

いることを指摘。ここに集まった人びとを先頭に、

より安心して生活できる未来に向けてのとりくみ

を発信していこうと呼びかけました。 

最後に笠井貴美代さん（憲法共同センタ

ー）からまとめと行動提起を受け、参加

者は銀座に向けてデモに出発。街行く人

びとに「貧困・格差をなくそう！」「誰 

もが人間らしく生きられる社会を！」と訴え、とも

にたたかうことを呼びかけました。 

 

 

  

 

 

安倍政治を終わらせよう！2・21 院内集会 

 
共催：立憲フォーラム・戦争をさせない 1000 人委員会 

 
 

 

2 月 21 日、戦争をさせない 1000 人委員会と立憲フォ
ーラムとの共催「安倍政治を終わらせよう２.19 院内集
会」が参議院議員会館・講堂で開催され、約 150 人が参
加しました。 

司会は江崎孝参議院議員が務め、まず立憲フォーラム

の共同代表の近藤昭一衆議院議員が主催者を代表して

「これまで、野党の奮闘で３度潰した共謀罪。共 

共謀罪は憲法も立憲主義もないがしろにする 

ものだ。情報を共有し、想いを共有して頑張っていかなけ 

ればならない」とあいさつしました。 

今回の講演は、元法務大臣で日弁連の共謀罪法案対策

本部委員の平岡秀夫弁護士が「共謀罪と監視社会につい

て考える」と題して提起を行いました。平岡弁護士は共

謀罪とは複数の人が具体的犯罪の実行を合意した上 

で成立する犯罪と定義した上で、過去 3回廃案になった法案と違った

ものとの政府の説明は真っ赤な嘘で、テロ対策を前面に出し、テロ等

準備罪と名称を変えてごまかすものと指摘。共謀罪は、恣意的政治的

捜査のおそれ、通信傍受・会話傍受（盗聴）の拡大、疑わしいだけで

処罰されかねず、近代日本の刑事法体系にそぐわないものだ、・・と

提起しました。 

また、真山勇一参議院議員、山尾志桜里衆議院議員、伊波洋一参議

院議員が駆け付け、共謀罪反対でともにたたかうことをそれぞれ決意

を語りました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 
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総がかり行動実行委員会は、２

月 14 日の 12 時から、南スーダン

ＰＫＯ活動に関する憲法違反の答

弁を続ける稲田防衛大臣の辞任

と、自衛隊の南スーダンからの即

時撤退を求めて国会前緊急行動を

実施し、約400人が参加しました。 

 
まで、頑張り抜こう」と訴えました。 

また、各政党から、民進党の大野元裕参議院議員、

共産党の田村智子副委員長、沖縄の風の糸数慶子参

院議員、社民党の福島瑞穂参院議員が駆け付け、そ

れぞれともにたたかうことを表明しました。 

2 月 21 日、秘密保護法廃止実行委

員会と総がかり行動実行委員会と

の共催で、共謀罪反対！稲田・金田

両大臣の辞任を求める国会前緊急

集会を開催、450 人が参加しました。 

昨年７月、南スーダンで約 300 人の犠牲者が出た、政

府軍と反政府軍との明らかな「戦闘」を、「『戦闘』だと

憲法九条に抵触するから『衝突』の言い換えた」、との

答弁を行った稲田防衛大臣の辞任と、自衛隊の南スーダ

ンＰＫＯからの即時撤退を求めたこの日の集会は、主催

者を代表して高田健さんがまずあいさつ。「稲田防衛大

臣の発言はとんでもない憲法違反の発言だ。また、南ス

ーダンの自衛隊はいつ殺し殺されることになるか、わか

らない状態だ。こんな事態を放置してはおられないとい

う心からの怒りを表すためこの集会を開催した。最後 
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■３月３日（金）10:30～ 
◇安保法制違憲訴訟―国賠訴訟第３回口頭弁論    ・東京地裁103号法廷 
◇裁判報告集会13:30～14:30  ・場所：参議院議員会館講堂 
◇原告集会14:45～16:30   ・場所：参議院議員会館講堂 
 

■３月６日(月) 
◇共謀罪の国会提出を許さない国会前行動  12:00～13:00 
・場所：議員会館前 
・主催：秘密保護法廃止を！実行委員会・協賛：総がかり行動実行委員会 
◇院内集会13:30～15:30 
・講演：内田博文さん（九州大学名誉教授）・場所：参院議員会館講堂 
 

■３月19日(日)13:30～14:30 
◇自衛隊は南スーダンから即時撤退を、共謀罪反対、３・19国会議員会館前行動 
◇場所：国会議員会館前総がかり行動実行委員会 
◇主催：総がかり行動実行委員会 
 

■３月20日（月）春分の日 
◇いのちを守れ！フクシマを忘れないさようなら原発全国集会 

・場所：代々木公園 
・内容：11:00～ブース開店  さようなら原発ライブ 

李政美・板橋文夫・ジンタらムータ・趙博・中川五郎他 
13:30から 発言 司会 木内みどり 

落合恵子・鎌田慧・河合弘之・福島現地からの発言・被爆労働者、他 
15:00～ デモ出発 

◇主催：さようなら原発」一千万署名 市民の会 
 

■４月1日（土）14:00～ 
◇浜矩子と佐高信がアベノミクスを斬る！（仮称） 
・場所:連合会館大会議室・主催：戦争をさせない1000人委員会 
 

 
◆◆◆◆ 主な行動日程 ◆◆◆◆

オスプレイのその危険性や配備の問題点等について詳

しく解説したリーフレットが完成しました。学習会や集会

の資料としてぜひ活用下さい。ご注文は下記まで 

 
◆一部５０円。送料は実費負担願います。 

 
申し込み先―― 
 
〒101-0062 

東京都千代田区神田駿河台3-2-11連合会館 
℡03-5289-8222  FAX03-5289-8223 

 
発行：オスプレイと飛行訓練に反対する東日本連絡会 

フォーラム平和・人権・環境（平和フォーラム） 


